
栄養教諭と取り組む食育知っておきたい！

　本授業の中心となるカロリーを学習するのは中
学校からですが、日常には「カロリーオフ」など、カ
ロリーは減らした方がよいといった、とらえ方に
よっては誤解を受ける情報が少なくありません。
そのため、小学生・中学生の頃からダイエットを
意識する子どもがいることからカロリー摂取につ
いて正しい知識を身に付けることが必要です。
　全国で6,000人以上（※）の栄養教諭が配置され、
「栄養教諭を中核としたこれからの食育」が文部科
学省から提言されるなど、学校において食育を進
めるにあたって栄養教諭の存在は欠かせません。
本授業の内容が子どもたちの食生活に息づいてい
くには、毎日提供される給食の時間に食の専門家
である栄養教諭がどれくらい関わるかが重要な鍵
になってきます。

　そのためには、食育の授業・指導に栄養教諭が
担任とともに積極的に関わることが望まれます。
例えば、授業中に給食の献立表を取り上げ、毎月の
献立表にはカロリーが記載され、毎日適切に必要
なカロリーが摂れるように給食が作られていると
いうメッセージを投げかけることで、子ども一人
ひとりに「残さずに食べよう」という意識を持たせ
ることができます。
　「食育の時間」にはテーマ３だけでなく、テーマ
１の朝ごはんやテーマ２の栄養素、テーマ４の手
洗い等、栄養教諭が関わる場面がたくさんありま
す。「チーム学校」の一員として栄養教諭が果たす
役割はこれからますます大きくなってくると確信
しています。

　一人ひとりの1日の消費カロリー（1日に使うエネルギー）を計算する学習アプリです。体重などの情報を
入力して「じっとしていても使うエネルギー」（基礎代謝量）と「活動などで使うエネルギー」を算出し、２つ
の数値の合計が1日に使うエネルギーとして理解できます。

・対象は、６～15才です。それ以外の年令では計算できません。
・体重は２桁の整数で入力してください（10～99キログラム）。小数点以下は入力できません。
・計算結果は、あくまでも目安です。標準的な体格・体型の子どもを想定しているため、標準よりも大きか
ったり小さかったりする場合は正確な数値が算出できません。
※エネルギー量計算方法
・「じっとしていても使うエネルギー」は、厚生労働省「日本人の食事摂取基準（2015年版）」に掲載の基礎代謝基準値を元に計算しています。
・1日に2時間以上運動しない人の「活動などで使うエネルギー」は、厚生労働省「日本人の食事摂取基準（2015年版）」の身体活動レベルⅡ（ふつう）に、エ
ネルギー蓄積量を加算した数値を採用しています。
・1日に2時間以上運動する人の「活動などで使うエネルギー」は、サッカー、テニスなどのスポーツを2時間行った場合の活動量をメッツ（METs：身体
活動の強度を表す単位）を用いて算出した数値を、2時間以上運動しない人のエネルギー量に加算しています。
監修：田中茂穂（国立健康・栄養研究所　栄養・代謝研究部 部長）

ご利用上の注意点

古谷成司先生　千葉県富里市立富里中学校 副校長（NPO法人企業教育研究会 理事）

「ボナとペティの１DAYエネルギー計算機」について学習アプリ

※2017年5月1日時点


